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１ はじめに

１９９３年４月にロシアは，旧ソ連・ロシアによる放

射性廃棄物の海洋投棄に関する白書を公表した．こ

れを受け，当部では，１９９４年以降，日本海における

平常時の人工放射性核種の立体分布及びその動態を

把握するため，定期的に海水及び海底土の放射能調

査や深層流の測定を行っている．

今回，「日本海の深海底付近における海水流動に関

する研究」の一環として，観測データからベクトル

平均流速や流れの安定度等を算出したので紹介する．

２ 日本海の地形と固有水

日本海は，対馬海峡，津軽海峡，宗谷海峡及び間

宮海峡の四つの浅い海峡で周囲の海と繋がっている

太平洋の縁海（平均水深，約１，３５０m，最深で３，７９６

m）である．中央部には大和堆があり，その南側に

隠岐海脚がある．深海底は，北部一帯に日本海盆が

拡がり南東部に大和海盆，南西部に対馬海盆があ

る．

日本海の表層水は，海流によって外洋水と交換す

るが，約４００m以深には日本海で独自に生成された

固有水が溜まっている．この固有水は，さらにその

性質（水温，塩分及び溶存酸素の違い）から約４００m

から１，３００mまでを上部固有水，約１，３００mから２，６００

mまでを深層水，２，６００m以深を底層水と区分され

ている．（金他，２００２）

３ 観測

３．１ 概要

深海底付近の流れは，海底からの立ち上げによる

係留系に接続された流速計により連続観測された。

これらの係留系は，当部所属測量船により毎年２測

点づつ７～１０月に設置され，翌年５～９月に揚収さ

れている。

測点は，第１図に示すように日本海の広範囲にわ

たり，その総数は，１９９４年から２００５年までに観測さ

第１図 日本海深層流観測の測点図
Fig.１ Location map of deep-sea current observa-

tions in the Sea of Japan.
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れた２２測点である．

各測点の名称，位置（緯度，経度），水深，測流深

度，観測期間及び解析期間を第１表に示す．

３．２ 観測方法

観測に使用された係留系は，第２図のとおり上か

ら作業用の先取ブイ，ビーコンやフラッシャー付き

の浮力ブイ（２連），アーンデラ流速計（底上５０

m，１００m），切離装置及びレールを組み込んだアン

カーが，ダブラロープにより接続された全長２００m

を超える長大なものである。この係留系は，海洋汚

染調査室により設計されたもので，各所に工夫が凝

らされている．

投入，揚収作業は，測量船の後部甲板に設置され

たギャロスを利用し，作業用のロープを巧みに操っ

て行われている．

４ 解析

アーンデラ流速計で観測された毎時の流向，流速

データを北方成分及び東方成分に分け，それぞれの

値を放物線的移動平均法により平滑し，各層のベク

トル平均流，安定度及び最大流速を算出した．

第３．１図～第３．６図は，底上５０mと底上１００mのベ

クトル平均流，安定度及び最大流速である．

この安定度は，次に示す日本海洋データセンター

の計算法２）により算出した。

安定度＝ベクトル平均流速/スカラー平均流速×

１００（％）

第１表 日本海深層流観測一覧
Table１ List of deep current observations in the

Sea of Japan.

第２図 係留系の構成
Fig.２ Structure of Mooring system.
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これは，流れの偏り具合を示す指標で１００％の場

合，流向はいつも一定方向であり（安定状態），０％

の場合，流向が全く定まらない状態を表している．

第４図は，日本海の海底地形鯨瞰図上にプロット

された底上５０mのベクトル平均流である．観測時期

や観測深度は，様々であるが，大まかな流れの特徴

を捉えるには十分だと考え一図にプロットしてみ

た．海底の起伏と流況との関係を見るため，４００m，

１３００m及び２６００mの等深線が記載された海底地形

鯨瞰図を基図として使用した．

５ 結果

観測海域が，大きく３つの海域に区分できること

から，それぞれの海域毎に解析結果を示す．

５．１ 日本海盆

・最も強い平均流は，東縁部の海底斜面近くで北

流を中心に北北西から北北東方向へ４～５cm/s

の流れがあり，その安定度は，８０～９０％と流向

がほぼ安定した流れである．

・北大和堆の西斜面の近くでは，海底斜面を右に

見て流去する約２cm/sの平均流がある．

・海盆の平坦部では，安定度が３０～４０％と流向が

不安定である．

・全観測データ中の最大流速値は，２００１年１月中

旬に測点Eの底上１００mで観測された北北東流

の２９．９cm/sである．

５．２ 対馬海盆

・海底斜面を右に見て流去する約１cm/sの弱い

平均流がある．流れの安定度は，低い．

５．３ 大和海盆

・０．５～１．５cm/sの反時計廻りの弱い平均流があ

る．流れの安定度は，低い．

６ まとめと今後の課題

日本海の深海底には，海底斜面を右に見て流去す

る平均流が存在する．全般的に，海底斜面の近くで

は流速が強く，平坦面では弱い．流速が最も強い海

域は，日本海盆の東縁部で，平均流速は，北流で４

～５cm/s，最大流速は，北北東流の約３０cm/sであっ

た．また，対馬海盆や大和海盆では，流速０．５～１．５

cm/sの反時計回りの平均流があった．

これらの解析結果は，永野（２０００）が示した平均

流とほぼ一致するが，日本近海では今回の成果の方

が観測点の数が多いことから，より詳細なものと

なっている．

今後の課題は，各測点の観測データの時系列を

とってみると季節変動の存在がある程度見込まれる

ことから，これらに着目し解析を進めていくことで

ある．
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第３．２図 安定度（底上５０m） 単位：％
Fig.３．２ Stability at the layer of ５０m above sea

bed.

第３．１図 ベクトル平均流（底上５０m） 単位：cm/s
Fig.３．１ Vector mean currents at the layer of５０m

above sea bed.

第３．４図 ベクトル平均流（底上１００m）単位：cm/s
Fig.３．４ Vector mean currents at the layer of１００

m above sea bed.

第３．３図 最大流速（底上５０m） 単位：cm/s
Fig.３．３ Maximum velocity at the layer of ５０m

above sea bed.
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第３．６図 最大流速（底上１００m） 単位：cm/s
Fig.３．６ Maximum velocity at the layer of １００m

above sea bed.

第３．５図 安定度（底上１００m） 単位：％
Fig.３．５ Stability at the layer of１００m above sea

bed.

第４図 日本海の海底地形鯨瞰図上にプロットされたベクトル平均流（底上５０m） 単位：cm/s
Fig.４ Vector mean currents at the layer of５０m above sea bed plotted on the３-D bathymetric chart of

the Sea of Japan.
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